
こども又はこどもを養育する者その他の関係者の意見に基づく施策 

 
 本計画の策定にあたっては、こども基本法第１１条の規定により、こども又はこどもを養育する者その
他の関係者の意見を徴して施策に反映させるべく、中学生を委員とする「まちづくりこども委員会」での
意見聴取を行ったほか、子育て現役世代の職員を中心としたワークショップを開催し、具体的な子育て支
援施策の提案も求めてきました。 
 これらの意見や施策提案をもとに、今後５年間で取り組むことが求められている施策について特記しま
す。 
 

基本目標１ 子育て家庭の支援 

施策１ 地域での子育て支援 
（１）保育・子育て支援サービスの充実 
＊通常保育の充実 
 町に住みながら町外の保育施設に魅力を感じて通園させる保護者があります。当町の保育園では「やま
ほいく」、「運動遊び」、「セカンドステップ」、「保育園交流」などの素晴らしい取り組みがなされています
が、認知されていません。このため、広報やホームページを含めた SNS 等を通じてこれらの特色ある保育
活動の PR に努めます。 
 特に日常の保育の様子を保護者が閲覧できるよう SNS の活用や保育施設向け ICT サービスの導入を進
めます。これら情報通信基盤となる保育園におけるインターネット環境の整備もあわせて進めるものとし
ます。 
 
＊延⻑保育の充実 
 働きながら子育てをする親にとって延⻑保育はありがたいサービスですが、仕事のために子どもとの時
間を持てない後ろめたさも感じている保護者も少なくありません。 
 延⻑保育のサービスで町 ALT との交流による英語体験ができたり、ピアノなどの習い事も体験できたら
素晴らしいとの要望もあることから、延⻑保育の充実を検討します。 
 
＊病児・病後児保育事業 
 現在病児・病後児保育を実施している保育施設は町内にありませんが、仕事をしながら子育てを核家族
で行わざるを得ない家庭にとって要望の強い事業であり、広域連携で対応ができないか検討を進めます。 
 
＊子育て支援センター事業 
 未就園児を主な対象として、子育ての情報交換などを目的として「ゆめっこ」を開設しており、現在で
も「ぴよっこクラブ」など町の助産師や保健師と連携した事業を実施していますが、この対象年齢の拡充
を検討するほか、妊娠期から出産育児まで継続的にかかわり続けることができるよう体制の強化を検討し
ます。 

 また、キッズメニューの提供が可能なカフェやコワーキングスペース
※１

設置などの要望があるほか、雨天
時などの遊び場として更なる大型遊具の充実など施設整備にも努めます。 
 



＊ファミリー・サポート・センター事業 
 令和６年度から子育て支援センター「ゆめっこ」を拠点に、こどもの預かり・送迎サービスを行う事業
を開始しましたが、乳児を抱える特に核家族にとっては、育児と家事の両立は大きな負担となっているこ

とから、保護者の育児に関するレスパイトケア
※２

の観点から「家事支援付きベビーシッター」のようなお助
けヘルパー制度の創設を調査研究のうえ、実施に努めます。 
 
＊多様な主体が参入することを促進するための事業 
 現在の５園の地域性を生かした多様な事業者の能力を活用した、より魅力ある保育の提供が行えないか
公設⺠営（指定管理者制度）での保育園への⺠間参入について調査研究を進めます。 
 
（２）子育て相談・情報提供の充実 
＊子育て支援策に係る情報発信の充実 
 当町の子育て支援策は県下トップクラスであると⾃負するものの、住⺠をはじめほとんど認知されてい
ない状況にあります。 
 当町が取り組んでいる独⾃の子育て支援策について、町内外により積極的に PR できるよう手段を検討
します。 
 
施策２ 子育てと仕事の両立支援 
（１）子育てと仕事の両立の推進 
＊山ノ内マッチボックス事業 
 育児や家事の隙間時間を生かして子育てしながら働ける職場にマッチングし、就労が継続できることを
目指して、各種健診や相談事業にあわせて、情報提供を図ります。 

 

基本目標４ 子育てにやさしい生活環境の整備 

施策１ 子育てにやさしいまちづくり 
（１）子育て環境の整備 
＊通学路への歩道等整備 
 子どもたちの意見によれば、通学路の路側帯に沿道の土手などから草が生い茂っていて車道を歩かざる
を得ないため、安全な通学路の確保について要望がありました。 
 このため、学校統廃合の方針が決定した際には必要な通学路の安全点検を行い、通学路における歩道や

グリーンベルト
※３

等の整備を検討します。 
 
施策３ 子どもの居場所・遊び場づくり 
（２）子どもの遊び場の充実 
＊公園・緑地の整備 
 公園に３on３のストリートバスケができるような設備が欲しいとの要望が、子どもたちから多くありま
した。さまざまスポーツ・レクリエーション活動を誰もが気軽に親しめるよう、やまびこ広場やどんぐり
の森公園など町内公園の環境整備を検討します。 
 



＊街並みの景観整備と魅力ある飲食店等の誘致 
 子どもたちの意見では、⾃分たちの生まれ育った観光地である町に誇りが持てるような観光客が散策し
て楽しい街並み景観の創出と、観光地ならではの魅力あふれる飲食店等が連なっていてくれたらいいとの
意見もありました。このため、空き店舗等に魅力ある飲食店等の誘致ができないか調査研究を進めます。 

 

基本目標５ 要保護児童・家庭への支援 

施策２ ひとり親家庭への支援 
（１）ひとり親家庭への⾃立支援の推進 
＊子育て世帯訪問支援事業 
 子どもたちの意見のなかで、ひとり親家庭への家事支援などについて充実して欲しいとの要望がありま
した。ひとり親家庭のみならず要保護児童への支援やヤングケアラー対策として、実施にむけて取り組ん
でいきます。 
 
 
 
※１ コワーキングスペース 

年齢や性別など関係なく、異なる職業や仕事を持った利用者たちが同じ場所で机や椅子、ネットワーク設備などをシェアし

ながら、仕事をする場所のこと 

 

※２ レスパイトケア 

介護や育児など、普段誰かのケアを行なっている人が休息できるよう支援すること。小休止、中休み、中断といった意味合

いをもつ言葉 

 

※３ グリーンベルト 

歩道が整備されていない道路の路側帯を綠色に着色して、車のドライバーに通学路であることを視覚的に認識させ、車両

の速度を抑制させるとともに通行帯を明確にすることで、歩行者との接触事故を防ぐことを目的に設置するもの 


